
田中さんの基本情報　　　　　　　　　　　差込資料①

名前：田中正則さん(仮名)　年齢：３２歳　性別：男性

診断名：自閉スペクトラム症　重度知的障害　IQ:30

利用しているサービス：共同生活援助・生活介護・行動援護

【主な生活歴】

言葉の遅れと多動傾向から3歳児検診時に発達の遅れを指摘され発達外来を受診し、自閉スペクトラ

ム症との診断を受ける。言葉をコミュニケーションの道具として使えず、常に多動で落ち着きがなかった。就

学前まで地元の保育園に通っていたが、他の子どもに興味を示さず、集団活動にうまく参加できなかった。

特定のおもちゃに固執することや、状況の変化が苦手なこともあり一人で過ごすことを好んでいた。

小学校より特別支援学校に行くようになり、高等部まで同じ特別支援学校に通学した。高等部卒業

後、自宅より生活介護事業所に通うようになり、３０歳の時にグループホームに入居。現在はグループ

ホームから生活介護事業所に通所し、休日はヘルパーとの外出を楽しんでいる。

【普段の生活】

田中さんは、グループホームでは毎日決まった日課に沿って過ごしています。食事は他の入居者と一緒に

食べますが、他の時間は自分の部屋でキラキラした好きなおもちゃを見ながら静かに過ごしたり、ときどき好

きなアニメの動画を繰り返し観て楽しんでいます。

生活介護事業所では、自立課題を中心とした活動に取り組んでいます。活動の中でも職員と車でドライ

ブに出かけることをとても楽しみにしています。

休日には、グループホームの自分の部屋で過ごしていることも多いですが、月に１～２回は行動援護を利

用してヘルパーと一緒に近所の公園や、外食に行くことを楽しんでいます。

【主な行動上の特徴】

言葉をコミュニケーションとして使うことはほとんどなく、周りからの声かけに反響言語（エコラリア）で返すこ

とがよくあります。

外出先でトイレマークを見て自分から入っていくことがあるので、マークを手がかりにして動いている時もある

ようです。絵本に載っている車のイラストを見て、「お出かけ」と言いながら外に出ていこうとすることもありまし

た。同じマークを見つけると重ねて遊んでいることもありました。

聴覚に過敏さがあり、外出時や騒がしいところでは手で耳をふさいでいます。

身体の使い方がぎこちなく、体が傾いたような歩き方をしています。

キラキラするものが好きで、部屋でキラキラする物が入ったおもちゃをずっと見ていることもあります。また、柔ら

かいものを触ったり水を触ったりして、その感覚を楽しんでいることもあります。特に水が見えると必ず触りた

がり、水を触り始めるとなかなかやめられないときもあります。行動援護で出かけた時に水遊びをヘルパーに

止められて頬を叩く自傷をすることがありましたが、最近はタイマーを使って水遊びも自分でやめることができ

るようになりました。

体を揺らす感覚も好きなので、体を前後に揺らしていることもあります。

普段は穏やかに過ごしていて、慣れていることや本人が分かっている活動などは落ち着いて取り組むことが

できますが、本人にとって思いがけないことや、急な変更があると混乱してしまいます。混乱すると表情が硬

くなり、動きが止まることがあり、混乱が大きいと頬を叩く自傷をすることもあります。また、支援者に何度も

同じことを確認することもあります。


